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1 はじめに
近年，GPS受信機や加速度センサなどを搭載したス

マートフォンが普及し，ユーザの位置情報などのコン
テクスト情報を容易に取得できるようになった．スマー
トフォンに搭載されているセンサを用いたコンテクス
ト・アウェアネスシステムの場合，ユーザの状態推定を
行う際は取得したデータを用いてユーザの置かれてい
る状況を測定する．そのため，精度の高い大量のデー
タを必要となる．そこで，我々は不特定多数のユーザ
により発信されたコンテクスト情報を用いて，ユーザ
の状態の推定を行う Status++を提案する．Status++
ではユーザ自身が置かれている状況を他のユーザから
収集した「コンテクストタグ」を用いて推定する．ま
た，Status++はコンテクストタグをより多く収集する
ために，ソーシャルサービスの形式をとっている．本
稿で Status++のシステム設計及びプロトタイプ実装
について述べる．

2 関連研究
Status++では，ユーザによって発信されたユーザの

現在の状況を表している行動名 (e.g. working, study-
ing..)をコンテクストタグと呼ぶ．位置情報や時間な
どのコンテクスト情報を写真に対してタグ付けを行い，
情報を付加するサービスや研究は数多くあるが，本研究
では，ユーザの行動をタグとして扱う．ユーザの状態推
定のためにタグ付けを用いたシステムの評価を行った
研究として　F.CarmagnolaらのTowards a tag-based
user model[1]がある．また、本研究の先行研究として
筆者の Context Tags - Exploiting User-given Contex-
tual Cues for Disambiguation [2]がある．この研究で
は，コンテクストタグを用いてユーザの状態を推定す
ることの有用性について述べている．本研究では，ユー
ザからのコンテクストタグを収集をユーザの状態を推
定するあたり多くのタグから適切なタグを推薦するシ
ステムについて重点をおき述べる．このような，ユー
ザのコンテクスト情報をソーシャルサービスを用いて
収集する研究にR. HardyらのMystate [3] がある．こ
の研究ではNFC (Near Field Communication)を用い
てコンテクスト情報を収集しているが，本研究では，ス
マートフォンを用いてコンテクスト情報を収集するこ
とで大量のデータを収集する．
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3 システム設計
コンテクストタグを用いて，ユーザの状態の推定を

行うためには，多くのユーザからコンテクスト情報を
収集し，収集された大量のコンテクストタグの中から
推薦を行う必要がある．そのため，Status++にはユー
ザがコンテクストタグを投稿する機構とユーザの状態
を推定したコンテクストタグを推薦する機構が必要と
なる．多くのユーザからコンテクスト情報する収集す
るために，Status++はソーシャルサービスとして．他
人が投稿したコンテキストタグを閲覧できる．これによ
り、ユーザの投稿に対する動機づけを行う．また，ユー
ザの状態を推定したコンテクストタグを推薦するため
に２つの推薦アルゴリズムを提案する．

Algorithm 1 T+K-Nearest法のアルゴリズム

Require: context tags,user information

Ensure: recommended tag lists

1: for i = 0 to to number of context tags do

2: elapsedT ime ⇐ ti − tuser

3: tagLocation ⇐ (lati, loni)

4: if elapsedT ime < 12 then

5: diffT ime ⇐ 1440− elapsedT ime.hour

6: else

7: diffT ime ⇐ elapsedT ime.hour

8: end if

9: tagListsi ⇐ (diffT ime, tagLocation, activityi)

10: i ⇐ i+ 1

11: end for

12: sort(tag lists ) by diffTime

13: for j = 0 to 30 do

14: userLocation ⇐ (latuer, lonuer)

15: recommendedTagListsj ⇐
(Distance(tagLocationj, userLocation), activityj , )

16: j ⇐ j + 1

17: end for

4 推薦アルゴリズム
本章でコンテクストタグの推薦アルゴリズムについ

て述べる．推薦システムにより推薦されるコンテクス
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図 1: 投稿されたタグ画面 図 2: 推薦されたタグ画面

トタグはユーザの実生活に近いタグであることが求め
られる．また，推薦されたタグの内容が複雑であると特
定の状況しか当てはまらなくなるため，タグの内容は
最も簡単 (e.g. working, talking with friend ..)にする
べきである．そこで我々は位置情報を用いた推薦シス
テムである，K-Nearest法と位置情報と時間を用いた
T+K-Nearest法を提案する．K-Nearest法はユーザの
位置とタグが持つ位置情報を比較して距離が近いもの
から推薦される手法である．T+K-Nearest法はユーザ
がアプリケーションを使用している時間帯にもっとも近
い時間情報を持つタグを選択し，そのなかでK-Nearest
法を行い，タグを推薦する手法である．Algorithm1に
T+K-Nearest法のアルゴリズムを示す．

5 プロトタイプ実装

5.1 コンテキストタグ推薦システム
ユーザの状態推定のためのタグの推薦はサーバが行

う．クライアントでは，推薦システムにより推薦され
た，コンテクストタグを受信し，ユーザが自身の状況
に適したコンテクストタグを投稿する．タグの投稿の
際には，推定システムで利用されるコンテクストタグ
と関連付けされた投稿時の位置情報，時刻，ユーザ名
も同時に送信する．

5.2 コンテキストタグ投稿システム
コンテクストタグを投稿する機構はAndroid搭載の

スマートフォン上で動作するクライアントアプリケー
ションである．図 1，図 2はアプリケーション画面であ
る．アプリケーションを起動すると Status++を使用し
ているユーザが投稿したコンテクストタグが閲覧でき
る (図 1)．この機能を用いて，より多くのコンテクスト
タグを収集することを目指す．ユーザが自身の状態を投
稿したい場合は，画面右上の”Check-in”ボタンを押す．
遷移先が図 2である．図 1ではサーバにより推薦され
たタグが 20件表示されている．例えば，ユーザが研究
室で仕事を行っていたとする．この情報を投稿したい
場合，表示されている”working”,”at the desk”,”lab”
のタグを選択し画面下部の”Check-in this Activity”ボ
タンを押すと情報が投稿される．その際に Twitterや
Facebookへの投稿も可能である．ユーザの今の状態に
適するタグが推薦されなかった場合は，新しいコンテ
クストタグを作成し，投稿することが可能である．この
ようにユーザは今の自身の状態を，複数のコンテクス
トタグを組み合わせることにより，情報の投稿を行う．

表 1: K-Nearest法と T+K-Nearest法の比較
K-Nearest 法 T+K-Nearest 法

投稿されたタグの合計 132 237

タグの種類 22 27

表 2: 各提案手法を用いて投稿された上位 6タグの
行動名 K-Nearest 法　 T+K-Nearest 法
working 17 34

riding the train 22 26
eating 17 24
relaxing 11 23

going to home 11 18
listening to the music 11 6

6 予備実験
ユーザ 9 名 (男子大学生，平均年齢 22 歳) に Sta-

tus++を実生活上で使用してもらい，推薦システムの予
備実験を行った．推薦システムはK-Nearest法，T+K-
Nearest法をそれぞれ 11日間適用した．表 1 と表??に
その結果を示す．表 1はK-Nearest法とT+K-Nearest
法を用いた場合のユーザのタグの投稿数とその種類で
ある．T+K-Nearest法を用いた場合の方が多くのタグ
が投稿されている．表 2は各手法を用いた際に投稿され
たタグのなかで上位 6タグの行動名とその投稿された
回数である．”working”を比較した場合，T+K-Nearest
法を用いた場合の方がK-Nearest法を用いた場合より
2倍も多く投稿されている．同一タグが投稿される回
数が多ければ多いほど，そのタグが推薦された回数が
多くかつ選択された回数も多いということになる．そ
のため，T+K-Nearest法を用いた場合の方がよりユー
ザの状態推定において優れていることがわかる．

7 むすびに
本稿では，不特定多数のユーザにより発信されたコン

テクスト情報を用いて，ユーザの状態推定を行う Sta-
tus++の提案とプロトタイプ実装について述べた．ユー
ザの状態推定を行うために，コンテクストタグ推薦シ
ステムとして，K-Nearest法とT+K-Nearest法の提案
を行い，予備実験においては T+K-Nearest法が優れ
ていることを示した．今後はコンテキストタグ推薦シ
ステムを改良し，より実生活に沿ったタグを推薦出来
るようにし，ユーザの状態推定の精度をあげることを
目指す．
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